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令和 7 年 10 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.217

紹介順序は議席順、氏名の下の（ ）書きは、当選回数を示す。

①
年 

齢

②
住
所（
自
治
会
）

③
職 

業

④
好
き
な
言
葉
、

　座
右
の
銘

　
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
２

期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
」、
少
子
高
齢
化
の
進
む
白

川
町
で
一
番
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
農
林
業
を
含
め
た
町
内
産

業
の
持
続
、
地
域
社
会
の
持

続
、
地
域
環
境
の
持
続
な
ど

の
解
決
に
向
け
て
体
制
構
築

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
１
期
４
年
間
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題
で
す
が
、
行
政

や
皆
様
と
共
に
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

伊
佐
治
　
優
（
２
）

①
67
歳

②
三
川
（
山
寄
）

③
自
営
業

④
泰
然
自
若

健
や
か
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
再

び
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
多

く
の
町
民
は
、将
来
に
わ
た
っ

て
こ
の
町
に
住
み
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
行
政

と
関
係
機
関
、
そ
し
て
住
民

が
協
力
し
合
っ
て
、「
住
み
続

け
ら
れ
る
町
」「
住
み
や
す
い

町
」
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
地
域
活

動
へ
の
参
画
を
お
願
い
し
ま

す
。 杉

山
　
哉
史
（
２
）

①
63
歳

②
白
山
（
宇
津
尾
）

③
元
町
職
員

④
旗
幟
鮮
明

　（
き
し
せ
ん
め
い
）

住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り

　
皆
様
の
厚
い
ご
支
援
に
よ

り
初
当
選
を
賜
り
、
そ
の
重

責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
白

川
病
院
で
の
40
年
の
経
験
と

（
一
社
）
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白

川
と
交
通
安
全
協
会
で
の
活

動
を
通
し
て
、
次
の
５
つ
の

約
束
を
し
ま
す
。

①
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た

町
づ
く
り

②
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
み

ふ
く
ら
ま
す
町
づ
く
り

③
伝
統
を
生
か
し
自
然
と
文

化
の
調
和
の
と
れ
た
町
づ

く
り

④
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
町

づ
く
り

⑤
安
全
で
快
適
な
町
づ
く
り

　
今
日
よ
り
明
日
の
未
来
に

繋
げ
る
そ
ん
な
町
づ
く
り
を

み
ん
な
で
始
め
ま
し
ょ
う
。

野
尻
　
　
悟
（
１
）

①
67
歳

②
河
岐
（
本
郷
）

③
無
職

④
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー

　
バ
ー
の
祈
り
の
こ
と
ば

白
川
町
を
も
っ
と
も
っ
と

い
い
町
に
し
よ
う

私の抱負
任 期 の 始 め に あ た っ て

　
２
期
目
の
当
選
を
賜
り
、

皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
が

主
体
と
な
り
住
民
同
士
が
知

恵
を
出
し
合
い
課
題
解
決
と

未
来
志
向
の
取
組
み
を
推
進

す
る
も
の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
は
不
可
欠

で
す
。
私
は
、
今
後
も
皆
様

と
の
対
話
を
重
視
し
、
住
民

同
士
の
繋
が
り
を
深
め
て
い

く
た
め
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
戸
　
勝
徳
（
２
）

①
68
歳

②
黒
川
（
中
切
）

③
無
職

④
継
続
は
カ
な
り

地
域
の
絆
づ
く
り
と   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

議
　
長
　
田
口
　
守
也

副
議
長
　
伊
佐
治
　
優

◆
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
杉
山
　
哉
史

　
副
委
員
長
　
野
尻
　
　
悟

◆
予
算
決
算
審
査

　
　
　
　
　　常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
三
戸
　
勝
徳

　
副
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
藤
井
　
宏
之

　
副
委
員
長
　
杉
山
　
哉
史

　
委
　
員
　
伊
佐
治
　
優

　
　
同
　
　
三
戸
　
勝
徳

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
伊
佐
治
　
優

　
副
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
委
　
員
　
野
尻
　
　
悟

　
常
任
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
統
合
建
設
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
全
議
員
で

学
校
の
統
合
と
校
舎
の
建
設
に
関
す
る
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

議会構成が決まりました     
田口議長・伊佐治副議長を選出

　
８
月
24
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員一般
選
挙
に
お
い
て
新
議
員
８
人
が
選
出
さ
れ
、

８
月
28
日
に
は
改
選
後
初
と
な
る
第
３
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、議
長
に
田
口
守
也
氏(

佐
見)

、副
議
長

に
伊
佐
治
優
氏(

三
川)

を
選
出
。続
い
て
、常
任
委
員
と
議
会
運
営
委
員
を
指
名
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
い
て
、正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、佐
伯
好
典
氏(

切
井)

を
選
出
す
る
こ
と
に

同
意
し
、下
記
の
と
お
り
新
体
制
で
の
町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

伊佐治 優 副議長田 口 守 也 議長

議
会
構
成

　残暑の厳しい日々が続く中、町内では稲刈りも始まり、実りの秋を
迎えております。
　さて、この度の白川町議会議員一般選挙において、町民の皆様から
のご支援により８名の新しい議員が選出されました。改選後初となる
臨時議会において、私どもが議長、副議長に選任され、その重責を担
うこととなりました。身に余る光栄であるとともに、職責の重さを痛
感し、身の引き締まる思いであります。
　本町を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化、農林業の担い手
不足や観光振興、若者の定住促進など、多くの課題を抱えております。
一方で、新庁舎整備は来年１月の開庁を控え、住民サービスの向上が
期待されます。さらに、町の将来に大きな影響を及ぼす学校統合・
校舎建設事業については、特別委員会を設置し、これまでの経過を
踏まえつつ、丁寧に審議を進めてまいります。
　私ども議会は、町民の声を真摯に受け止め、執行部と建設的な議論を
進めながら、公正で円滑な議会運営に努めてまいります。町民の皆様
に信頼される「開かれた議会」を目指し、誠実に、地道に、そして
責任を持って務めてまいりますので、今後とも一層のご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

令和７年８月２８日

◆
監
査
委
員

　
議
会
選
任
　
佐
伯
　
好
典

◆
学
校
統
合
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
伊
佐
治
　
優

　
副
委
員
長
　
杉
山
　
哉
史

◆
一
部
事
務
組
合

　
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　
　
議
会
議
員
　
田
口
　
守
也

　可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　
　
議
会
議
員
　
田
口
　
守
也

　可
茂
消
防
事
務
組
合

　
　
議
会
議
員
　
田
口
　
守
也

議長・副議長
あいさつ
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営
委
員
を
指
名
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
い
て
、正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、佐
伯
好
典
氏(

切
井)

を
選
出
す
る
こ
と
に

同
意
し
、下
記
の
と
お
り
新
体
制
で
の
町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

伊佐治 優 副議長田 口 守 也 議長

議
会
構
成

　残暑の厳しい日々が続く中、町内では稲刈りも始まり、実りの秋を
迎えております。
　さて、この度の白川町議会議員一般選挙において、町民の皆様から
のご支援により８名の新しい議員が選出されました。改選後初となる
臨時議会において、私どもが議長、副議長に選任され、その重責を担
うこととなりました。身に余る光栄であるとともに、職責の重さを痛
感し、身の引き締まる思いであります。
　本町を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化、農林業の担い手
不足や観光振興、若者の定住促進など、多くの課題を抱えております。
一方で、新庁舎整備は来年１月の開庁を控え、住民サービスの向上が
期待されます。さらに、町の将来に大きな影響を及ぼす学校統合・
校舎建設事業については、特別委員会を設置し、これまでの経過を
踏まえつつ、丁寧に審議を進めてまいります。
　私ども議会は、町民の声を真摯に受け止め、執行部と建設的な議論を
進めながら、公正で円滑な議会運営に努めてまいります。町民の皆様
に信頼される「開かれた議会」を目指し、誠実に、地道に、そして
責任を持って務めてまいりますので、今後とも一層のご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

令和７年８月２８日

◆
監
査
委
員

　
議
会
選
任
　
佐
伯
　
好
典

◆
学
校
統
合
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
伊
佐
治
　
優

　
副
委
員
長
　
杉
山
　
哉
史

◆
一
部
事
務
組
合

　
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　
　
議
会
議
員
　
田
口
　
守
也

　可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　
　
議
会
議
員
　
田
口
　
守
也

　可
茂
消
防
事
務
組
合

　
　
議
会
議
員
　
田
口
　
守
也

議長・副議長
あいさつ
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こ
の
広
報
誌
に
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

私 の 抱 負

　
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
３
期

目
も
白
川
町
に
貢
献
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
郷

土
愛
を
育
む
教
育
、
そ
し
て
地
域

資
源
の
活
用
を
さ
ら
に
進
め
る
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
の
町
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
多
く
の
学
び
と
町
民

の
皆
様
と
の
対
話
の
中
で
し
っ
か

り
と
形
づ
く
る
こ
と
を
目
標
に
感

張
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
先
も
白

川
町
議
会
に
、
そ
し
て
佐
伯
好
典

に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

佐
伯
　
好
典
（
３
）

①
49
歳

②
切
井
（
稲
中
）

③
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
マ
ン

④
面
白
き
事
の
無
き
世
を

　
面
白
く

郷
土
愛
を
育
む
教
育
と
地
域

資
源
を
活
用
し
た
未
来
へ
続
く

ま
ち
づ
く
り

　
皆
様
の
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
３

期
目
の
重
責
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

私
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
そ

の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
」
事
で
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
子
育
て
が
安
心
し

て
で
き
る
、
い
い
教
育
が
あ
る
、

心
身
が
健
康
に
保
て
る
、
不
便
が

な
い
、
そ
の
根
底
を
踏
ま
え
「
地

域
と
産
業
の
活
性
化
」
を
目
指
し

ま
す
。
そ
し
て
「
地
域
と
共
生
し

進
化
・
創
造
し
続
け
、
誇
れ
る
白

川
町
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
田
み
つ
よ
（
３
）

①
53
歳

②
赤
河
（
日
向
）

③
会
社
役
員

④
声
な
き
に
聴
き
、

　
形
な
き
に
視
る

全
世
代
が
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
が
発
生

し
た
場
合
、
県
内
で
は
建
物
倒
壊

に
よ
る
死
傷
者
が
多
数
占
め
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
も
多
く
の
方
が
耐
震
診

断
に
関
心
を
持
つ
一
方
で
、
工
事

費
が
高
額
な
た
め
に
、
耐
震
改
修

工
事
に
結
び
つ
か
な
い
の
が
現
状

で
す
。
自
己
負
担
を
低
く
抑
え
る

た
め
に
低
コ
ス
ト
耐
震
改
修
工
事

の
普
及
を
全
力
で
目
指
し
ま
す
。

藤
井
　
宏
之
（
４
）

①
73
歳

②
黒
川
（
小
畑
）

③
建
築
・
運
送
業

④
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る

　
稲
穂
か
な

人
々
の
暮
ら
し
を
守
り

命
を
守
る

　
２
期
目
の
当
選
の
栄
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
に
は
、
豊
か
な
自

然
や
伝
統
文
化
、
人
と
人
と
の
温

か
い
つ
な
が
り
と
い
っ
た
、
他
に

は
な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
大
切
に
し
、
未
来

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

を
よ
り
元
気
に
す
る
第
一
歩
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
魅
力
に
目
を
向
け
、「
こ

こ
に
住
み
た
い
」
と
思
え
る
町
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

田
口
　
守
也
（
２
）

①
73
歳

②
上
佐
見
（
吉
田
）

③
葬
祭
業

④
継
続
は
力
な
り

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た

元
気
な
町
づ
く
り


